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　この度は弊社の「ホイールバランサー」をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。

　本機をご使用になる前に必ずこの取扱説明書を注意深く読み、よく理解してからご使

用ください。

　取扱説明書に記載されている注意事項及び使用方法をよくご理解いただかないと、適

正な本機の能力を発揮できないばかりか、人身事故やタイヤ・ホイールの損傷につながり

ますので充分なご理解のうえ正しくご使用ください。

　尚、取扱説明書・注意ステッカー等は大切にご使用して頂き万一紛失・汚損された場合

は、速やかに購入のうえ、正しく保管・貼付してください。

　このホイールバランサーは大型バス・トラックのホイールバランスを測定、修正するこ

との出来るホイールバランサーです。

　尚、オプション部品を取り付けることによって、ライトトラック・普通乗用車のホイール

バランスの測定、修正が可能です。
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この取扱説明書では「危険」「警告」「注意」について次のような定義と警告表示を

使用しています。警告表示は、安全作業のために重要な事柄です。

人身事故や財物損害防止のため重要な事項が記載されていますので、必ずよく理解

してからご使用ください。

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡、又は重傷を負う
危険が切迫して生じることが想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡、又は重傷を負う
恐れが想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、使用者が障害を負う危険が想定
される場合。及び物的損害のみの発生が想定される場合。
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①本機の据付は平坦なコンクリート上に標準付属品のアンカーボルトでしっかりと固定

して使用してください。アンカーボルトでの固定を怠ると本機の転倒防止としては勿

論のこと、タイヤのアンバランス以外の振動をキャッチすることになり、正確な測定結

果が得られません。

②本機内部には多くの電気部品を使用しており、水気は故障の原因となります。

　本機の設置場所は下記のところは絶対に避けてください。

　 　　・雨水のかかる場所

　 　　・水をよく使い湿気の多い場所

　 　　・直射日光の当たる場所

　 　　・特にほこりの多い場所

　 　　・振動の多い場所

③本機を移動する場合は主軸を持って移動したり、主軸に衝撃を与えないでください。

④設置の際に感電事故の防止のために必ずアース設置を施してください。

　尚、ガス管などの爆発の危険があるものには絶対に接続しないでください。

⑤本機の回転方向はウエイトカバーの矢印方向にしてください。

⑥本機を吊り上げる為の吊りフックが、本体フレームのリフト可動面に取り付けてありま

す。設置が終了したら、必ず吊りフックを固定しているボルト外し、吊りフックを取り外

してください。吊りフックは移設等の際に必要ですので大事に保管してください。

吊りフックを外さずにリフトを上昇させると、リフト可動部が吊りフックに干渉

しリフトが故障する場合もあります。
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４.各部の名称
（１）各部の名称

表示パネル

パーツハンガー

ディスタンススケール

主軸

ＬＴスペーサー

ＴＢスペーサー

センター軸

ホイールガード

バックマッドガード

タイヤ台

シューター

リフト操作スイッチ

ロック解除レバー

タイヤ台ロック

缶ホルダー（※OP）

（OPはオプションの略）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

①

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

⑧

⑨

②

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮
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（2）操作部の名称

イン側グラム表示・リム径表示

アウト側グラム表示・リム幅表示

イン側ポジション表示

アウト側ポジション表示

ディスタンス表示

両面打ち込みモード

アルミ貼付－貼付モード

アルミ打込－貼付モード

スタチックモード

ホイールモード

リム径入力スイッチ

リム幅入力スイッチ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

ディスタンス入力スイッチ

モードスイッチ

Ｓｐスイッチ

ファインスイッチ

アップスイッチ

ダウンスイッチ

セットスイッチ

ロックスイッチ

ネクストスイッチ

ホイール切替スイッチ

ストップスイッチ

スタートスイッチ

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

ＰＣ

WHEEL

Ｃ.Ｏ
ＴＢ

NEXT

MODE Sp. FINE

LOCK

SET ＳＴＡＲＴ

ＳＴＯＰ

ＯＵＴＥＲＩＮＮＥＲ

⑭ ⑮ ⑯

⑪

⑫

⑬

④②

①

③

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑤

⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒

AUTOMATIC COMPUTER WHEEL BALANCER

㉔

㉓
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５.操作手順
（１）リフト操作について

タイヤ台を一番右側へスライドさせ、タイヤ台のスライドをロックさせます。

リフト操作スイッチでタイヤ台を下降させます。

最下位の位置で自動的に停止します。

タイヤを投入しタイヤ台に載せ、リフト操作スイッチで上昇させます。

ロック解除レバーを手前に引くことで、タイヤ台のスライドロックが解除されます。

バランスを測定する時には、必ずタイヤ台のスライドをロックしてください。

（２）ＴＢホイールについて
本機のホイールバランサーは、ＴＢホイールの１０穴ホールでは下図のように

 「ＴＢホイール」と「Ｃ．Ｏホイール」で測定モードと取付方法が異なります。

ＴＢホイール・・・取付面がＯＵＴ側リムより外側にある形状のタイプ

　　　　　　　 （主なリム幅サイズ：７．５０／８．２５／９．００）

Ｃ.Ｏホイール・・・取付面がＩＮ側リムとＯＵＴ側リムの間にある形状のタイプ

　　　　　　　 （主なリム幅サイズ：１１．７５／１４．００）

　　　　　　　 （Ｃ.Ｏとはセンターオフセットの略語）

取付面

IN側リム OUT側リム IN側リム OUT側リム

中心線

取付面

中心線

ＴＢホイール Ｃ.Ｏホイール
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測定ホイールはいずれの場合も、古いバランスウエイト、タイヤの溝にはさまっ

ている小石や異物を全て取り除いてください。

ハメ合い部とあたり面はゴミ・砂などが付着していないことを確認したあと、次

のように正しく取り付けてください。

10穴ＴＢホイールと8穴ホイールを装着する場合は、必ずウイングナットで固定

してください。

ワンタッチナットで固定すると、回転中ナットが緩む恐れがありますので、ワン

タッチナットは使用しないでください。

（３）ホイールの装着手順

（Ａ）１０穴ＴＢホイールの場合
主軸にＬＴスペーサーをキャップボルトで固定

します。

ＬＴスペーサーにＴＢスペーサーをキャップボル

トで固定します。

測定する１０穴ＴＢホイールを１０穴コーンとウ

イングナットで固定します。

（Ｂ）８穴ホイールの場合
主軸にＬＴスペーサーをキャップボルトで固定

します。

ＬＴスペーサーにＴＢスペーサーをキャップボル

トで固定します。

測定する８穴ホイールを８穴コーンとウイング

ナットで固定します。

10穴
コーン

ウイング
ナット

キャップボルト
LTスペーサー

TBスペーサー

ウイング
ナット

８穴
コーン

キャップボルト
LTスペーサー

TBスペーサー
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主軸にＬＴスペーサーをキャップボルトで固定

します。

測定するＬＴホイールをＬＴコーンとワンタッチ

ナットで固定します。

（C）10穴Ｃ.Ｏホイールの場合

主軸にＣＯスペーサーをキャップボルトで固定します。

測定する１０穴Ｃ.Ｏホイールを１０穴コーンとウイングナットで固定します。

【スチールホイールの場合】

主軸に１０穴フランジをキャップボルトで固定します。

１０穴フランジに１０穴センターリングハブをキャップボルトで固定します。

測定する１０穴Ｃ.ＯホイールのＰＣＤボルト穴に、Ｍ２０ボルト(Ｌ)に小テー

パー座金をはめ込み５本で固定します。

【アルミホイールの場合】

（D）ＬＴホイールの場合

【スチールホイールの場合】 【アルミホイールの場合】

キャップボルト

COスペーサー

10穴コーン

ウイングナット
キャップボルト
10穴フランジ

キャップボルト

M20ボルト(L)

10穴センターリングハブ
小テーパー座金

ＬＴスペーサー
キャップボルト ワンタッチ

ナット

ＬＴコーン

１０穴Ｃ.Ｏホイールを装着する場合は、必ずウイングナットで固定してください。

ワンタッチナットで固定すると、回転中ナットが緩む恐れがありますので、ワン

タッチナットは使用しないでください。
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（E）ＰＣホイールの場合

図①のようにセンター軸にバックスプリングとホイールのハブ穴に合った

コーンを入れホイールをコーンの上にのせます。次にホイールカップとカ

ラーをはめ、ワンタッチナットで締めつけます。この時コーンが奥まで入り込

むような場合はバックコーンとスプリングの間に、一番短いカラーを入れて

使用してください。（バネの収縮が少ないので、カラーを入れて収縮を大きく

して、コーンによるセンター出しを正確にします）

（１）バックコーンとして使用する場合

図②のようにハブ穴に適したコーンと、カラーを用いてワンタッチナットで

ホイールを締めつけます。

（２）フロントコーンとして使用する場合

ワンタッチナットを緩めてホイールを外すときは必ず最初に少しワンタッチナッ

トを緩めてからレバーを握って外してください。

緩めなくてレバーを握るとワンタッチナット・センター軸を損傷させる恐れがあ

ります。

【①バックコーンの場合】 【②フロントコーンの場合】

コーン

ワンタッチナット

カラー

ワンタッチナット

ホイールカップ

コーン

バックスプリング
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スイッチを押すと、①－②－③－①の順にホイールモードが切り替わり、ランプ

の表示状態も切り替わります。

ＬＴホイールはＰＣモードを選択します。

（4）-1．ホイールモードの切り替え

ＴＢ＆Ｃ.ＯモードとＰＣモードでは測定回転数が異なります。ホイールに応じた

モードを選択しなければ、正確なバランス測定は行えません。

（４）測定モードの切り替え

ＰＣ
Ｃ.Ｏ
ＴＢ

ＰＣ

Ｃ.Ｏ

ＴＢ

WHEEL

スイッチを押すと①－②－③－④－①の順にバランス測定モードが選択されます。

（4）-２．測定モードの切り替え

ＰＣ
Ｃ.Ｏ
ＴＢ

WHEEL

①

②

③

➡ TBモード ➡ ランプ点灯

➡ C.Oモード ➡ ランプ点滅

➡ PCモード ➡ ランプ消灯

両面打込モード

アルミ貼付ー貼付モード

アルミ打込ー貼付モード

スタチックモード

ホールモード
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（５）データーの ｉｎｃｈ ・ ｃｍ について

　　この機種はｉｎｃｈ・ｃｍの表示がありませんので、下記のことにご注意ください。

両面打込モードの場合【ｉｎｃｈ】表示

貼付モードの場合【ｃｍ】表示

全てのモードで【ｃｍ】表示

全てのモードで

自動入力の場合【ｃｍ】表示

手動入力の場合【ｉｎｃｈ】表示

データーの入力は　　　または　　　スイッチを押してください。  

リム径とリム幅は０.５インチずつ増減します。ディスタンスは１ｍｍずつ増減します。

　　 スイッチを押すとデーターは確定します。
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（６）データーの入力方法

Ａ． 両面打込の場合
測定モードを両面打込にしてください。

A－1．ディスタンス・リム径の自動入力の場合

スケールのヘッドを内側のＩＮ側打ち込み位置に当てます。

ピーという音と共にディスタンスとリム径が入力されます。

なお、ヘッドがリムに当たらない場合でも動きが停止すると

セットされてしまいますので、このような場合は一度スケー

ルを戻してから再度入力をやり直してください。（約１秒間

停止しているとセットされます）

入力後、スケールは確実に元に戻してください。戻ってなけ

れば表示部に【Ｅ－Ｅ】と表示してスタートしません。

リム幅の入力

タイヤパスを図のように、イン・アウト両側のリムに当て

ゲージの幅を読みとり、　　スイッチを押して読み取った

値を入力します。 

（例えばリム幅が４.５Ｊならば　　　　　　　　　　と押し

てください）

測定するホイールに応じたホイールモードを　　 スイッチを押して切り替えます。

データーの入力方法はＴＢ／Ｃ.Ｏ／ＰＣの各ホイールモードでも同じ入力方法となります。

WHEEL

リム幅

IN

5 4

A－２．手動入力の場合

　　スイッチを押して、ホイールに明記されているサイズを手動で入力します。

１．リム径の入力

スケールのヘッドからＩＮ側打ち込み位置までを定規で測定し、　　スイッチを押し定規

で測った値をｍｍで入力してください。

（例えばディスタンスが１０５ｍｍならば　　　　　　　 　　　　　と押してください）

２．ディスタンスの入力

１ 5 0
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ホイールが深くスケールがＯＵＴ側入力位置まで十分に届かない時は、届くところ

までスケールを引き出し、入力後スケールを戻し、修正面幅を定規で測り、 　ス

イッチを押し定規で測った値をｃｍで入力してください。

（例えば修正面幅が１４.５ｃｍならば　　　　　　  　　　　　　と押してください）

測定モードをアルミ貼付－貼付にして下さい。

Ｂ－２．手動入力の場合

　　スイッチを押して、ホイールに明記されているサイズを手動で入力します。

１．リム径の入力

図のようにＩＮ側のウエイト貼付け位置からＯＵＴ側のウエイ

ト貼付け位置までの修正面幅を定規で測定し　　スイッチ

を押し定規で測った値をｃｍで入力してください。

（例えば修正面幅が１４.５ｃｍならば

　　　　　　　　　　　　 と押してください）

２．修正面幅の入力

スケールのヘッドからＩＮ側貼付け位置までを定規で測定し　　スイッチを押し定規で

測った値をｍｍで入力してください。

（例えばディスタンスが１０５ｍｍならば　　　　　　　　　　　　 と押してください）

３．ディスタンスの入力

Ｂ． アルミの貼付－貼付の場合

Ｂ－１．スケール自動入力の場合

スケールのヘッドを内側のＩＮ側貼付け位置の中心に当てま

す。ピーという音と共にディスタンスとリム径が入力されま

す。なお、ヘッドがリムに当たらない場合でも動きが停止す

るとセットされてしまいますので、このような場合は一度ス

ケールを戻し  ＳＴＯＰ  ボタンを押してから再度入力をやり

直してください。（約１秒間停止しているとセットされます）

ＩＮ側にセットされたら、次にそのままＯＵＴ側の貼付け位置

の中心にスケールを伸ばし、ヘッドの中心を当て修正面幅

を入力させます。

入力後、スケールは確実に元に戻してください。戻ってなけ

れば表示部に【Ｅ－Ｅ】と表示してスタートしません。

ＯＵＴ側ホイールの内径が小さくスケールが伸ばせない場合

は手動入力で入力してください。

１ 5 4

１ 5 4

１ 5 0

IN

OUT

ディスタンス 修正面幅

貼付ウエイト

貼付ウエイトスケールヘッド
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スケールのヘッドを内側のＩＮ側打込み位置に当てます。

ピーという音と共にディスタンスとリム径が入力されます。

なお、ヘッドがリムに当たらない場合でも動きが停止すると

セットされてしまいますので、このような場合は一度スケー

ルを戻し　　　　　 ボタンを押してから再度入力をやり直

してください。（約１秒間停止しているとセットされます）

ＩＮ側にセットされたら、次にそのままＯＵＴ側の貼付け位置

の中心にスケールを伸ばし、ヘッドの中心を当て修正面幅

を入力させます。

入力後、スケールは確実に元に戻してください。戻ってなけ

れば表示部に【Ｅ－Ｅ】と表示してスタートしません。

ＯＵＴ側ホイールの内径が小さくスケールが伸ばせない場合

は手動入力で入力してください。

STOP

１ 5 4

IN

OUT

ホイールが深くスケールがＯＵＴ側入力位置まで十分に届かない時は、届くところ

までスケールを引き出し、入力後スケールを戻し、修正面幅を定規で測り、　　ス

イッチを押し定規で測った値をｃｍで入力してください。

（例えば修正面幅が１４.５ｃｍならば　　　　　　　　　　　     と押してください）

測定モードをアルミ打込－貼付にしてください。

Ｃ－２．手動入力の場合

　　スイッチを押して、ホイールに明記されているサイズを手動で入力します。

１．リム径の入力

図のようにＩＮ側のウエイト打ち込み位置からＯＵＴ側のウエ

イト貼付け位置までの修正面幅を定規で測定し　　スイッ

チを押し、定規で測った値をｃｍで入力してください。

（例えば修正面幅が１４.５ｃｍならば

　　　　　　　　　 　　　と押してください）

２．修正面幅の入力

スケールのヘッドからＩＮ側打ち込み位置までを定規で測定し　　スイッチを押し定規

で測った値をｍｍで入力してください。

（例えばディスタンスが１０５ｍｍならば　　　　　　　　　　　　 と押してください）

３．ディスタンスの入力

Ｃ．アルミの打込－貼付の場合

Ｃ－１．スケール自動入力の場合

１ 5 4

１ 5 0

ディスタンス修正面幅

スケールヘッド 貼付ウエイト

打込ウエイト

－ 17 －



測定モードをスタチックにしてください。

Ｄ．スタチックモードの場合

（７）測定

（７）－１．標準仕様機

測定手順

①タイヤ・ホイールを固定します。

②測定モードを選択します。

③ホイールデーターを正しく入力します。

④ＳＴＡＲＴスイッチを２回続けて押すと、ホイールは回転します。測定が終わるとアンバ

ランス量が表示されて自動停止します。

【ＴＢ／Ｃ.Ｏモードの場合】

⑤バランスを取る最初の側を選択します。ポジション表示の位置に従いホイールを手で

回し、ウエイト取付位置にくるとグラムが点滅しブザーが鳴ります。

　点滅位置でのホイールの真上（１２時の位置）にウエイトを取り付けます。

⑥反対側も同様の作業を行います。

【ＰＣモードの場合】

⑤自動的にＩＮ側のアンバランスポイントにゆっくりと移動し、ブレーキがかかり停止し

ます。

　ホイールの真上（１２時の位置）にウエイトを取り付けます。

⑥ＮＥＸＴスイッチを押せば、ＯＵＴ側のアンバランスポイントに自動的に移動し、ブレー

キがかかり停止します。ホイールの真上（１２時の位置）にウエイトを取り付けます。

　再度ＮＥＸＴスイッチを押せば、ＩＮ側のアンバランスポイントに移動します。

⑦両方のウエイトを取り付け終えたら、再度測定して０００・０００表示しＧｏｏｄ表示を

したら終了です。

取り付けるウエイトが打込ウエイトの場合は、Ａ．両面打込の場合と同じ入力方法でホイー

ルデーターを入力してください。

取り付けるウエイトが貼付ウエイトの場合でも、Ａ．両面打込の場合と同じ入力方法でホ

イールデーターを入力してください。
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①タイヤ・ホイールを固定します。

②測定モードを選択します。

③ホイールデーターを正しく入力します。

④ＳＴＡＲＴスイッチを２回続けて押すと、ホイールは回転します。測定が終わるとアンバ

ランス量が表示されて自動停止します。

【ＴＢ／Ｃ.Ｏモードの場合】

⑤ＯＵＴ側のアンバランス位置にウエイトを取り付ける場合、ＯＵＴ側の位置インジケー

ターに従いホイールを手で回し、ウエイト取付位置にくるとグラムが点滅します。

　　　　　　 が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の場合

　　ホイールの真下（６時の位置）にラインレーザーが照射されます。

　　ラインレーザーの位置にウエイトを取り付けます。

　　　　　　 が　　　　　　　　　　　　　　の場合

　 　ホイールの真上（１２時の位置）にウエイトを取り付けます。

⑥ＩＮ側のアンバランス位置にウエイトを取り付ける場合、ＩＮ側の位置インジケーターに

従いホイールを手で回し、ウエイト取付位置にくるとグラムが点滅します。

　　　　　　 が　　　　　　　　　　　  の場合

　　　ホイールの真下（６時の位置）にラインレーザーが照射されます。

　　　ラインレーザーの位置にウエイトを取り付けます。

　　　　　　 が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の場合

　　　ホイールの真上（１２時の位置）にウエイトを取り付けます。

【ＰＣモードの場合】

⑤自動的にＩＮ側のアンバランスポイントにゆっくりと移動し、ブレーキがかかり停止し

ます。

　　　　　　 が　　　　　　　　　　　  の場合

　　　ホイールの真下（６時の位置）にラインレーザーが照射されます。

　　　ラインレーザーの位置にウエイトを取り付けます。

　　　　　　 が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の場合

　　　ホイールの真上（１２時の位置）にウエイトを取り付けます。

⑥ＮＥＸＴスイッチを押せば、ＯＵＴ側のアンバランスポイントに自動的に移動し、ブレー

キがかかり停止します。

　　　　　　 が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の場合　　　　　

　　ホイールの真下（６時の位置）にラインレーザーが照射されます。

　　　ラインレーザーの位置にウエイトを取り付けます。

　　　　　　 が　　　　　　　　　　　　　　の場合

　　　ホイールの真上（１２時の位置）にウエイトを取り付けます。

　　　再度ＮＥＸＴスイッチを押せば、ＩＮ側のアンバランスポイントに移動します。

⑦両方のウエイトを取り付け終えたら、再度測定して０００・０００表示しＧｏｏｄ表示を

したら終了です。

MODE アルミ貼付－貼付

MODE アルミ貼付－貼付

MODE アルミ貼付－貼付 アルミ打込－貼付

MODE アルミ貼付－貼付 アルミ打込－貼付

MODE アルミ打込－貼付 両面打込 スタチック

MODE アルミ打込－貼付 両面打込 スタチック

（７）－２．ラインレーザー搭載機 （オプション仕様）

測定手順

MODE 両面打込 スタチック

MODE 両面打込 スタチック

①Ｃ.Ｏホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＣ.Ｏモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【３００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

３００ｇウエイト１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートス

イッチを押してホイ－ルを回転させてください。

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【３００】と表示されます。ＩＮ側の３００ｇウエイト１個

を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に３００ｇウエイト

１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホ

イ－ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）
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４ＬスペーサーやＭＣアダプターを使用する場合、取り付け誤差を取り除く機能としてアダプ

ターキャンセルが付いています。使用するスペーサー等をバランサーに固定します。

　　　 スイッチを押し表示が 　　　と表示します。次に　　　  スイッチを押します。

　　　　 スイッチを２回押し測定が終了すると、取り付け誤差が一時的除かれます。

電源を切るとアダプターキャンセルは解除されます。

バランス測定後、自動的にアンバランス位置でロックがかかります。ロックするのは約２０秒

間ロックして、その後解除されます。再度 　スイッチを押すことにより、アンバランス位置で

ロックされます。また、ロック中に　　スイッチを押すとロック解除します。

ホイールデーターを間違って入力して測定した場合、再度タイヤを回して測定しなくても再演

算機能を使えば正しいグラム・位相を求める事ができます。

測定終了後、正しいホイールデーターを入力して　　スイッチを押し　　スイッチを押せば、

正しいグラム・位相の表示になります。

S P F－0 SET

８ 再演算機能

ＩＮ側のグラム表示とリム径表示が兼用になっています。またＯＵＴ側のグラム表示とリム幅　

表示が兼用になっています。

リム径またはリム幅の表示状態で　　スイッチを押し　　スイッチを押すとグラム表示に変

わります。測定を行うと必ずグラム表示になります。

９ 表示の切り替え

10 ロック解除の方法

電源を入れたときはグラム表示は５ｇ単位になっています。

  　スイッチを押すと、１ｇ単位表示にかわります。

再度　　スイッチを押すと、５ｇ単位表示になります。

11ＦＩＮＥモード

12 アダプターキャンセル機能

ホイルガードを完全に閉めると自動的にバランス測定を開始します。また、回転中にホイル

ガードを開けると回転が停止します。

13 クローズスタート仕様（オプション仕様）

ホイールガードを完全に閉めなければ、スタートボタンを押しても回転しません。

また、回転中にホイールガードを開けると回転が停止します。

14 インターロック仕様（オプション仕様）

①Ｃ.Ｏホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＣ.Ｏモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【３００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

３００ｇウエイト１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートス

イッチを押してホイ－ルを回転させてください。

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【３００】と表示されます。ＩＮ側の３００ｇウエイト１個

を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に３００ｇウエイト

１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホ

イ－ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）
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●オプション部品

ＬＴコーン

ＰＣセット【コーン（Ｓ・Ｍ・Ｌ・ＬＬ）・カップ・バックスプリング・

　　　　　　カラー（Ｃ１・Ｃ２）・タイヤパス・ワンタッチナット）】

ワンタッチナット

缶ホルダー

１０穴コーン

８穴コーン

Ｃ.Ｏスペーサー

１０穴フランジ

１０穴センターリングハブ

キャップボルトＭ１２×２５－３本

小テーパー座金－５個

Ｍ２０ボルト（Ｌ）－５本

ウイングナット

タイヤパス

ウエイトプライヤー

アンカーボルト

取扱説明書

保証書

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

①

②

③

④

①Ｃ.Ｏホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＣ.Ｏモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【３００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

３００ｇウエイト１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートス

イッチを押してホイ－ルを回転させてください。

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【３００】と表示されます。ＩＮ側の３００ｇウエイト１個

を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に３００ｇウエイト

１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホ

イ－ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）
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先端軸

故障かなと思われる前に、もう一度確認してください。

異常が生じた時は、この取扱説明書をよくお読み頂き、下記の点検をした上で、それでも

不都合がある場合は弊社、もしくはお買上げ販売店にご相談ください。

（イン・アウトの修正位置が逆になっている。修正位置が間違っていないか）

アンバランス量が大きい場合（３００ｇを越えるような場合）

若干の測定誤差とウエイト量の誤差、及びウエイトの取り付け位置のぞれによっ

て、１回でＯＫしない場合が出てきます。故障ではありません。

①Ｃ.Ｏホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＣ.Ｏモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【３００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

３００ｇウエイト１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートス

イッチを押してホイ－ルを回転させてください。

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【３００】と表示されます。ＩＮ側の３００ｇウエイト１個

を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に３００ｇウエイト

１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホ

イ－ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）

－ 22 －



①ＴＢホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＴＢモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【３００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

３００ｇウエイト１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートス

イッチを押してホイ－ルを回転させてください。

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【３００】と表示されます。ＩＮ側の３００ｇウエイト１個

を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に３００ｇウエイト

１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホ

イ－ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）

（１）自己較正
●自己較正はバランス修正が日常の使用でタイヤ・ホイ－ルバランスが良好でない時に実施

してください。

●ＴＢモードとＣ.ＯモードとＰＣモードを別々に行ってください。

ＴＢモード 操作手順

①Ｃ.Ｏホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＣ.Ｏモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【３００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

３００ｇウエイト１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートス

イッチを押してホイ－ルを回転させてください。

C.Oモード 操作手順

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【３００】と表示されます。ＩＮ側の３００ｇウエイト１個

を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に３００ｇウエイト

１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホ

イ－ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）

ＯＵＴ側に３００ｇを取り付ける時は正確に取り付けてください
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①Ｃ.Ｏホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＣ.Ｏモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【３００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

３００ｇウエイト１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートス

イッチを押してホイ－ルを回転させてください。

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【３００】と表示されます。ＩＮ側の３００ｇウエイト１個

を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に３００ｇウエイト

１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホ

イ－ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）

①ＰＣホイールのスチールホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＰＣモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【１００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

５０ｇウエイト２個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッ

チを押してホイ－ルを回転させてください。

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【１００】と表示されます。ＩＮ側の５０ｇウエイト２個を

取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に５０ｇウエイト２個

を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホイ－

ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）

ＰＣモード 操作手順

ＯＵＴ側に１００ｇを取り付ける時は正確に取り付けてください

ＯＵＴ側に３００ｇを取り付ける時は正確に取り付けてください
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①Ｃ.Ｏホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＣ.Ｏモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【３００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

３００ｇウエイト１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートス

イッチを押してホイ－ルを回転させてください。

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【３００】と表示されます。ＩＮ側の３００ｇウエイト１個

を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に３００ｇウエイト

１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホ

イ－ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）

①バランサーにはホイール・タイヤなど、何も取り付けないでください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　　 ）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となります。

④ホイール切替スイッチでＴＢモードにします。

⑤ＯＵＴ側表示が【００１】と表示されます。

⑥スタ－トスイッチを押して回転させてください。

⑦回転が停止したら、ＯＵＴ側表示が【００２】と表示されます。

⑧再度スタートスイッチを押して回転させてください。回転が停止したら軸アンバラン

ス較正は完了です。

（２）軸アンバランス較正
●ホイ－ルなど何も付けないでバランサ－を回転させて測定したときにアンバランスが表

示される時は取付け誤差の原因となりますので次の方法で修正してください。

●ＴＢモードとＣ.ＯモードとＰＣモードを別々に行ってください。

ＴＢモード 操作手順

①バランサーにはホイール・タイヤなど、何も取り付けないでください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　　 ）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となります。

④ホイール切替スイッチでＰＣモードにします。

⑤ＯＵＴ側表示が【００１】と表示されます。

⑥スタ－トスイッチを押して回転させてください。

⑦回転が停止したら、ＯＵＴ側表示が【００２】と表示されます。

⑧再度スタートスイッチを押して回転させてください。回転が停止したら軸アンバラン

ス較正は完了です。

ＰＣモード 操作手順

①バランサーにはホイール・タイヤなど、何も取り付けないでください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　　 ）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となります。

④ホイール切替スイッチでＣ.Ｏモードにします。

⑤ＯＵＴ側表示が【００１】と表示されます。

⑥スタ－トスイッチを押して回転させてください。

⑦回転が停止したら、ＯＵＴ側表示が【００２】と表示されます。

⑧再度スタートスイッチを押して回転させてください。回転が停止したら軸アンバラン

ス較正は完了です。

Ｃ.Ｏモード 操作手順
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ＴＢｍ-250
3相　200Ｖ

   5A（3相200V）

バランサー：0.15kW8P

リフト：0.2kW

TB／C.Oモード：約90rpm（50／60Hz）

PCモード：約110rpm（50／60Hz）

ハードタイプ両面同時測定

10”～30”

2”～20”

リム径・リム幅（アルミ）・ディスタンス

10”～26”

250kg

1200mm

0～500g

約340kg

 

９．仕様・本体寸法

①Ｃ.Ｏホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＣ.Ｏモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【３００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

３００ｇウエイト１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートス

イッチを押してホイ－ルを回転させてください。

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【３００】と表示されます。ＩＮ側の３００ｇウエイト１個

を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に３００ｇウエイト

１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホ

イ－ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）

1
9
7
5

1960

1
2
3
0

1365

35596545
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但し、 致しません。

事故及び損傷。

上記規定に基づき、本製品の保証請求を行う場合は、お買上げの販売会社にご一報ください。

必要な手続きを実施いたします。

尚、保証の要否は大変勝手ながら弊社に於いて判断させて頂きますのでご了承ください。

①Ｃ.Ｏホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＣ.Ｏモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【３００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

３００ｇウエイト１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートス

イッチを押してホイ－ルを回転させてください。

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【３００】と表示されます。ＩＮ側の３００ｇウエイト１個

を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に３００ｇウエイト

１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホ

イ－ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）

－ 27 －



本製品の設置（据付）及び移設は、お買上の販売会社へ依頼してください。

移設の場合は、販売会社による点検を実施してください。

（３）アフターサービスについて

（４）設置（据付）及び移設について

この取扱説明書の８項目の故障と処置欄をご覧になって
ください。

商品保証規定に従い修理をさせて頂きますので、お買上
販売会社へ修理を依頼してください。

保証期間は納入後12ヶ月以内です。商品保証規定の記
載内容に基づいて修理させて頂きます。

アフターサービスについての詳細、その他ご不明な点はお買上販売会社にお問い
合わせください。

お問い合わせいただく際は、次のことをお知らせください。
型式・機体番号・購入年月日・故障状況（できるだけ詳しく）。 

お買上販売会社にご相談ください。修理によって機能
が維持できる場合はお客様のご要望によって有料修理
致します。 

①Ｃ.Ｏホイールをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　　）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④ホイール切替スイッチでＣ.Ｏモードにします。

⑤通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑥スタ－トスイッチを押してホイ－ルを回転させてください。回転が止まったらＩＮ側表

示に【３００】と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に

３００ｇウエイト１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートス

イッチを押してホイ－ルを回転させてください。

⑦回転が止まったらＯＵＴ側表示に【３００】と表示されます。ＩＮ側の３００ｇウエイト１個

を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に３００ｇウエイト

１個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったらスタートスイッチを押してホ

イ－ルを回転させてください。

　回転が止まったら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）
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